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北西9階病棟

松浦愛指導主任看護師

今年度 臨床看護教育者 になりたてホヤホヤの皆さんをご紹介！

札幌医科大学附属病院 看護キャリア支援センター TEL:011-611-2111(内線23190) Mail:career@sapmed.ac.jp

看護キャリア支援センターは
附属病院看護部と保健医療学部
看護学科および専攻科の連携・
協働のもと、看護実践・教育の
質向上を図るため、看護職員と
学生に対するキャリア形成支援
と教育研究相互協力、地域貢献
活動の中核として機能すること

を目的に開設しました。これまで新人や中堅看護師の研
修企画、育児中の職員への支援、学生への実習支援、地
域貢献など、数多くの事業を展開してきました。新卒入
職者の離職率の低減など、成果もあげています。開設か
ら10年の節目を迎え、組織もワーキンググループから委
員会体制へ整備し、看護学科との連携もより強くなって
います。今後は看護職のみにとどまらず、他の医療職も
含めた卒後教育、キャリア支援を担う組織に発展させた
いと思います。

西7階病棟

飯田美咲副看護師長

NICU・GCU病棟

但木みちる指導主任看護師
ずーっと
しゃべってます！

状況に応じて
臨機応変に対応！

令和４～６年度の臨床看護教育者育成研修を修了し、臨床看護教育者として第一歩を踏み出した3名
に、看護教育に興味を持ったきっかけや研修での学び、今後の目標についてお話しいただきました。

以前に3年続けて実地指導者を担った時期があり、短いスパンで繰り返し指導を経験できたことで
教育の奥深さを実感し、看護教育に興味を持つようになりました。研修では、大学の講義や演習、
OSCEへの参加を通して基礎教育について改めて知ることができました。研修中、活動に協力してい
ただいた部署の皆さんには感謝しています。今後は、まず自部署の教育について、教えられる側に
とって良い教育であることはもちろん、教える側も取り組みやすい教育を考えていきたいです。

糖尿病療養指導士として働いていた経験があり、
患者教育という視点を広げるため「教育」の全
般を学びたいと考えていました。私は専門学校
卒なので、今回の研修で大学の授業に参加でき

たことも新鮮でした。研修を通して、「教育」は時代とともに対
象（needs）によって変えていかなければならないことを改めて
理解することができました。今後は「看護教育」について興味あ
るスタッフから広げていくとともに、入職してくる新人や新人を
フォローするスタッフのフォローをしていきたいと思います。
『病棟の肝っ玉母ちゃん』みたいな感じで…！

学生やスタッフの教育を担う中で、根拠と自信をもっ
て指導することに対して学習者から反応が得られるこ
とに楽しさを感じていました。そんな時に上司から今
回の研修を勧められ、研修の内容をみて「自分は看護

教育に興味がある」と改めて気付きました。研修中は、新たな知識や情
報に触れ実践することに楽しさを感じつつ、病棟業務と並行しながらの
学習やレポートに大変さはありましたが、研修を通して基礎教育から臨
床教育を継続的視点で捉え考えることができるようになりました。今後
は、教育に関して組織間の連携調整に力を発揮し、看護基礎教育と新人
看護教育の一体化した展開ができるよう貢献していきたいと思います。

部署および院内での教育活動においてリーダーシップを発揮するほか、看護学科と病院をつなぐ役割を担う臨床看護教育者。
当院ですでに臨床看護教育者として活躍中の先輩方とともに、様々な教育の場での活躍を期待しています！

看護キャリア支援センター
事業の紹介

新人看護職員担当委員会

新人看護職員の看護実践
能力向上のための研修や
職場適応支援、新人指導
にあたる実地指導者・教
育担当者の
研修を運営
しています。 キャリア支援委員会

キャリアパスの構築、
全看護職員のキャリア
支援のための交流会や
相談窓口
の運営に
取り組ん
でいます。

道内の
看護職員の看護実践
の質向上のため、他施
設からの研修受講者受
け入れや、助産師・看
護師の派遣事業に取
り組んでいます。

臨床看護教育者育成委員会

基礎看護教育および継続教育に
係わる指導者の
育成と活用に取
り組んでいます。

学生対象委員会

実習指導に役立つプログラ
ムの企画と学生の進路選択

の支援に取り
組んでいます。

実習環境や
指導体制の改善と
充実のため、実習指
導マニュアルの整備
や実習指導連絡会議
で情報交換をして

います。

予約通りホッカホカに炊き上げます！

工藤美幸 センター長

引き続き、皆さまのご理解とご協力を
よろしくお願いいたします！

パッケージ研修

自己紹介を兼ねて、
自分を電化製品に
例えていただきました！

キャリア支援部門

地域貢献部門

育児中の看護職員の職場復
帰やキャリア継続を支援す
るため、利用できる育児制
度や社会資源など両立のた
めの情報を発信しています。

育児中の看護職員担当委員会

教育研究相互協力部門

中堅看護職員の
看護実践能力の向上、
教育・研究等推進のため

の研修等を運営しています。

看護職として役割を発揮し活躍し続けるためには、仕事と生活の調和を図りながら自身の
望む看護職としての在り方を思い描き、実現に向けて生涯学習や経験を積み重ねていく必要
があります。看護キャリア支援センターはそんな看護職の皆さんのキャリアを支援します。

両立のための情報誌
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認定看護師養成・特定行為部門


